
東北大学総長殿

宮　総　教　第　219　号

平成27年1 1月16日

宮城県総合教育センター所長

(公印省略)

平成2 7年度長期研修員研究発表会について(依頼)

本県の教育行政につきましては,日頃格別の御協力を賜り厚くお礼申し上げます｡

さて,このたび別紙要項のとおり,平成27年度長期研修員研究発表会を開催する

ことになりました｡

つきましては,教職課程履修学生-お知らせ願います｡

なお,参加申込みにつきましては,別紙様式により平成28年1月22日(金)ま

で, FAXにて申込むように,あわせて教職課程履修学生-お知らせ願います｡

担当:研究開発班次長高橋智男 

TEL:022-784-3549(研究開発班直通) 

FAX:022-784-3571 

E-mail:research-d@edu-C.pref.miyagi.jp 

gsis-ky03
テキストボックス
＜情報科学研究科＞
参加を希望する学生は、別紙様式に記入の上、1月5日までに情報科学研究科教務係までご提出願います。
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2　主　催

3　対　象

4　期　日

5　会　場

6　内容･日程

平成2 7年度　長期研修員研究発表会実施要項

宮城県総合教育センターの今年度の長期研修員の研究と,前年度の長期研修員の課

題解決について発表し,参加者の指導助言を得て今後の研究に生かす｡

宮城県教育委員会

小学校･中学校･高等学校･特別支援学校教員(国立学校,私立学校も含む｡)

県内,県外教育機関職員,教職を目指す学生等　　　4 0 0名

平成28年　2月17日(水)

宮城県総合教育センター(開会行事　第1, 2研修室)

(分科会　分科会一覧参照)

9:3010:2012:0515:35 

10:0010:3013:20 

2/17 (水) 假2�WB�開 �｢�:��7つの分科会で発表 �(ｲ����ｷ��ﾆR�7つの分科会で発表 会 ノ二一 �(別紙｢分科会一覧｣参照) �(別紙｢分科会一覧｣参照) 

イ丁 事 凵ｦ分科会ごとに開会 凵ｦ分科会ごとに閉会 

7　発表者 平成2 7年度　宮城県総合教育センター

専門研究員(1年)　　　　　　　　2 1名

長期研修員A (6か月)　　　　　1 5名

長期研修員B (年間25日)　　　　10名

平成26年度　専門研究員　(1年)　　　　　　各グループ代表1名

またはグループ全員

長期研修員A (6か月)　　　　　　代表3名

長期研修特別支援教育A (6か月)　代表1名

長期研修員B (年間25日)　　　　代表2名

8　発表内容　　別紙｢研究主題等一覧｣ ｢分科会一覧｣参照
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平成2 7年度　長期研修員研究発表会　研究主題等一覧

<専門研究>

研究領域 侈Hｸh益�るYｹ���
研究の概要 

授業改善. 倬�;i�i6ｸ,ﾈｧy|ﾘﾏﾈ�8/�mｨ輾+x�ｼh淤���

-児童生徒の学習意欲を引き出し,学習習慣の形成を図る 

算数.数学科の指導の在り方- 

全国学力.学習状況調査の結果から,本県では,授業における目標の示し方や振り返りの 

学力向上 �+8+兩ｲﾈ彿.ｸｧx�,ﾈ竧.��x-ﾈ+兩ｸ,�ｹ��*ｨﾊ�.x.ｨ.愉<�,鎚蟀�B��Hｧx,�*�*(,H,ﾒﾉ�8ﾙ�[ﾒ�

均正答率を下回る傾向が続いている状況である〇本研究では,学習意欲を引き出し,学習習 

慣の形成を図る学習意欲向上サイクルによる授業改善を提言し,算数.数学科における児童 

生徒の学力向上を目指すものであるo 

理科教育 倬�;h,ﾈ怦ｧy4�,育hﾖﾉ|ﾒ餠ﾈﾋｹ|ﾘ,ﾈ孜�ﾈ/�mｨ輾+yyﾘ怦�ｼb�

-異なる単元で習得した知識や技能を活用する授業の提案を通して- 

全国学力.学習状況調査小学校理科の結果から,本県では,学習した知識や技能を活用す 

ることに課題が見られるo理科においては,自然や日常生活で見られる事物.現象から兄い 

だした問題を解決するために,複数の知識や技能を関係付けて考える力が求められているo 

本研究は,異なる単元で習得した知識や技能を関係付けて問題を解決する授業の提案を通し 

て,児童の科学的な思考力.表現力の育成を目指すものであるo 

教育相談. �.h.�.h*)�ﾈｭHｭhﾅx/�益�ﾉ4�,�'ｨ*ﾘ髯;i�i6ｸ,ﾈ孜�ﾂ�

-｢集団づくり｣指導パッケージの開発と活用を通して｢秤づくり｣プログラム2- 

本県の喫緊の課題であるいじめ問題や不登校は,人間関係に起因するものが多いo児童生 

徒が人間関係を築くに当たり,安心できる雰囲気の中で互いのよさや違いを認め合い,多様 

生徒指導 �,��ﾈ�(,hｭh.ﾘ.�+�,h*ｩ�Y��,X*�.��ｩgｸﾊHｸh,X,ﾒﾈ髯;i�i6ｸ*ｨｧxｸ�,ﾉ(h,Y�ﾈ�(,h,ﾈ,(,�*ｨ.�/��

つくる活動を継続して行うことで,よりよい人間関係を自らつくり出す｢集団づくり｣指導 

パッケージを開発し,その活用を提案するものであるo 

情報教育 �F5Hｨ駅�轌;�|ﾘ,ﾈﾏﾈ�8/�mｨ輾+xﾊH�8,ﾉ�I���

-タブレット端末活用動画集の作成を通して- 

｢みやぎの教育情報化推進計画｣では,ⅠCT活用指導力は児童生徒の学習の理解を促す 

上で全ての教員に求められている能力とされている0本研究では,県内各校に対しで情報教 

青に関するアンケート調査及びタブレット端末を活用している学校からの情報収集を実施 

するoその上で,タブレット端末活用動画集を作成し,研修モデルを提案することで,本県 

教員のⅠCT活用指導力の向上を目指すものであるo 

防災教育 亶ｸ�侈x,ﾉf胃�ｽXﾝ�/�ｨ駅�+X+ﾘ鰮���)Eﾈ,映胃�ｻ8支,ﾉ�I���

-｢みやぎ防災教育ツールボックス｣の開発とその活用の提言を通して- 

東日本大震災を機に,県内の学校では児童生徒や地域の実態に応じた防災教育に力を注い 

できたo今後も発生が懸念される自然災害から子供の命を守るためには,教職員が高い防災 

意識を保ち,効果的な防災教育を長期的に推進していく必要がある0本研究は,これまで宮 

城県教育委員会が作成した防災教材をデータベース化し,併せてその活用法を提示すること 

で,防災教育を担う教員の支援を目指すものであるo 

特別支援教育 俘)9乂xﾕｨ,�*�*�.價ﾙ$(��･�9�,ﾈ*�.��i6ｲﾘ,ﾈ辷�,ﾉ�I���

-｢みやぎサポートシート｣を活用したチーム支援の提案を通して- 

文部科学省によると,高等学校に在籍している発達障害等のある生徒-の支援の推進が喫 

繁の課題となっている0本研究では,高等学校における発達障害等のある生徒とその支援の 

現状について調査し,課題を明らかにする○その上で,生徒の困り感に対する教師の気付き 

を支援につなげるツール｢みやぎサポートシート｣を活用した校内支援体制の中心となるチ 
-ム支援を提案し,高等学校における支援の推進を図るものであるo 



平成2 7年度　長期研修員研究発表会　研究主題等一覧

<長期研修A >

研究領域 傀ｩ�靱｢�研究主題 
氏名 侈HｸiYｹ���

中学校 道徳 ��ｩ69*ﾉzr�震災の教訓を基に自己の在り方.生き方を見詰めようとする力を 村田第一中学校 俘(-�.�+ﾘ-�,ﾈ轌;�,ﾂﾘ韋-ﾒ�

鈴木裕樹 壷8ﾉ?ｩgｹ�Y�ｸﾝ�,亊i��+x.倬�{�/��x.異�/�+隗x�ﾇh柯,ﾂ�
作成.実践を通して- 

小学校 外国語活動 ��ﾘ棹�倡9zr��ﾘ棹��8ﾈ抦ｧxﾕ｢�外国語活動において,進んで伝え合おうとする態度を育成するための-試み 

砂子田恵美 坪7ﾈ�ｸ6x7H4�8ｨ4�%F�v�ｦ��7DｶﾆG2�8,ﾈﾞﾉ�ﾈ,hｨ駅�/�,ｨ+X,Bﾒ�

小学校 国語 伜(ﾋ9*ﾉzr��(岔�i?�抦ｧxﾕ｢�自分の考えを持ち,意欲的に表現する力を育てる指導の-試み 二…高学年丁読むこと｣の学習におけるT思考ツール｣ 

針生武宏 
を活用した実践を通して- 

小学校 教育相談. 生徒指導 刎ｩyﾙ*ﾉzr�tﾉyﾘ抦ｧxﾕ｢�不登校傾向のある高学年児童に対するチーム支援の-試み 

LJ..■ 

藤田久美子■ ��2"ﾒﾘ��ﾈ育Xﾏﾈ4�7h8ﾘ�ｸ6�/��h*�+X+ﾒﾘ6��ｸ8�檍ｶ8/�,｢ﾘ+X,Bﾒ�

中学校 数学 儖ﾉz)*ﾉzr�抦ｸﾙ69(hｧxﾕ｢�数学的な思考力.表現力を育む関数指導の-試み J二---解済め意欲を嵩-あるーf5-な簡題護示ど~~--…---~~~-~~~~…~~""-………~ー 

高橋春美 ｢見通し｣の持たせ方の工夫を通して- 

小学校 図画工作 ��ih9*ﾉzr�〔共通事項〕を基に作者の表現の意図や心情を感じ取る力を 色麻小学校 �x-隴8�ﾈ轌;�,ﾂﾘ韋-ﾒ�

吉岡英美 坪ｫH+h竧,�+ﾘ+�,h/�ﾋ靜ｨ嶌+X,I�ｨ訷,�6�*h.��
賞文の取組を通して- 

小学校 体育 ��Xﾞ育9zr�児童一人一人が運動の楽しさや喜びを味わい,できた! 三本木小学校 �/���ｫH,X*ｸ.乂x�轌;�,ﾂﾘ韋-ﾒ�

菅原正樹 坪�9$(6�4h6(4�4ｨ�ｸ6�/�ｨ駅�+X+ﾙ�chｧyD�7ﾘ6(6x暮:�,ﾂ�
実践を通して- 

小学校 特別活動 估侏H�9zr�ｾ��ﾈ抦ｧxﾕ｢�よりよい人間関係を築く自治的な学級集団づくりの-試み -二~~~統合2年目の最高学年における｢デニム".-釜成タイム｣ 

成瀬郁恵 の実践を通して- 

小学校 国語 �8ﾈ鉑8x�9zr�n馮ｹ8ﾈ抦ｧxﾕ｢�叙述を基に想像して読む力を育む指導の-試み 

宮津尚子 �ｩmｩ4�8�/�鰮��+Rﾉ6��ｩ�ﾉZ�,ﾉ�ｸｦ�.(ｴ8鰄+�,ﾉ¥�ｸ/�(i�8,�<x-ﾒﾂ�感想を伝え合う活動を通して- 

小学校 算数 �6�H�9zr����淫ﾈｧxﾕ｢�児童の思考力.表現力を育てるための主体的な学び合いを促す指導の-試み 

石川信亨 壷�c(ｧyD�*�*�ｪ(,x*ｸ,x*ｸ.ﾘ*ﾘ.ﾘ*ﾘ5�488�8/�竧.�?ﾈ.ｨ+ﾒ�
学習指導を通して- 

中学校 外国語 亢9�X���9zr��Y8y(hｧxﾕ｢�自分の考えや気持ち,事実を英語で表現する力を高める指導の-試み 

熊谷丹 壷�i6ｸ,�,h,�,I�xｽ�,��胃�/�竧.�?ﾈ.ｨ+ﾘﾋ靜ｨｨ�:�,�*�*�.��｢表現ノート｣の活用を通して- 

特別支援教育 知的障害 亶ｸ�侈yzr�自閉症生徒が,伝える意欲を持ち, 
名取支援学校 俾價ﾙ4�,�6�*h.x.ｨ.�.h*H,�,�.�+ﾘ-�,ﾈ轌;�,ﾂﾘ韋-ﾒ�

黒川彩子 綴�+8/�,hｻ8踪,�.h.丶y?ｨｴﾈ,ﾊ(,h.�*ｨ*ｺ8/�,ｨ+X,Bﾒ�

特別支援教育 知的障害 亶ｸ�侈yzr�知的障害生徒が生活で活用できる単語を増やすことを目指した 利府支援学校 倡y;�,ﾂﾘ韋-ﾒ�

須田美和 綴(+8/�,ﾉ;闕8,吋i&ﾘ�yﾙvﾈ�/��h*�+X+ﾒ�
特殊音節指導プログラムの工夫を通して- 

高校 災害科学 亶ｸ�侈r��ﾘ棹�俘)9乂xﾕ｢�災害時に安全な行動をとるための思考.判断力を育成する指導の-試み 

菊田みどり 壷]ｸﾉ(,ﾈｧx�,�*�*�.�(8ｨ984�5�488�8,j(8ｨ984�5h�ｸ6z2�
の活用を通して- 

高校 外国語 亶ｸ�侈r�英文を読む楽しさを実感させ,自ら英文を読む意欲を育てる 広瀬高等学校 �)<x-�8轌;�,ﾂﾘ韋-ﾒ�

高瀬由紀 �ｩJﾙn(,iUﾈﾋｸｨ�:�/�ﾆ�9ﾙzx,H,H竧.�?ﾈ.ｨ+ﾙD隴H轌;�ﾇh柯,ﾂ�
作成と活用を通して- 



平成2 7年度　長期研修員研究発表会　研究主題等一覧

<長期研修B >

研究領域 傀ｩ�靱｢��研修主題 
氏名 侈H�9Yｹ���

中学校 保健体育 亊ｹ��*ﾉzr�ｭｹ��(hｧxﾕ｢�種目の特性に合った技能向上のコツをつかむ指導の在り方 

国井美和 坪uF5H,ﾈｨ駅�/�,ｨ+h,H自��,ﾉ:�*ｸ/��
視覚的に捉えさせる取組を通して- 

小学校 算数 儻�$ｩ*ﾉzr�?ｨｶy�H�ﾄｪHｧxﾕ｢�自分の考えを持ち,表現する力を育む授業を目指して 

鎌田陽介 壷�ﾘ.(�ﾈﾋ駢H/�w�*(,Bﾈ攣�亜�ﾈ�,ﾈ暹/h/�*�*ﾒ�6�*hﾘx*Hｨ�:�/�,ｨ+X,Bﾒ�

小学校 防災教育 凉姥ｹ*ﾉzr�+X.x*�+Y�H抦ｧxﾕ｢�自ら安全な行動をとることができる力を育む防災教育の授業づくり 

佐竹雅洋 坪-ﾘ.(*ﾉf胃�ｻ8孜Yｹ<ygｸ/�ｮ�,�+X+ﾘ齪ﾕｨ嶌ｻ8ﾝ�,ﾈﾞﾉ�ﾈ,hｨ駅�/�,ｨ+X,H痔��

中学校 特別活動 ��Xﾞ育9zr�ﾌ9�ﾉ(hｧxﾕ｢�進路選択と将来設計を主体的に考える学級活動を目指して 

伊藤良 �ｨ躪ｻ8支,ﾈｧx-�/��h*�+X+ﾙ�(ﾘx*(ｨ�:�/�,ｨ+X,Bﾒ�

小学校 道徳 ��Xﾞ育9zr�ﾌ9�ﾉ�i?�抦ｧxﾕ｢�書くことで自分と向き合い,道徳的価値-の自覚を深める授業づくり 

中里ゆり 壷;�;�,ﾈ鳧ｭH,i?ｨ��,ﾈ輊*(/�,(,�*粡);�;�-8.ｨ*�*(6ﾘ�ｸ6z2�
の活用を通して- 

中学校 外国語 估侏H�9zr�聞き取った情報を基に,生徒が意欲的にコミュニケーション活動に 高清水中学校 偃h.��x-韵hｼh/�mｨ輾+X,B�

菅原時江 鍔6ﾖ���F�ﾆｶ匁x,ﾈｨ駅�,h8��ｸ4�5h�ｸ6x,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

中学校 国語 帝�隱ｨ�9zr�iﾉ�阨�(hｧxﾕ｢�目的に応じ,文学的な文章を人物描写に基づいて読む力を培う指導の-試み 

小山晴美 壷%�ﾋ8/�ｭ�*ﾘ攣�亜�ﾈ�4�,葵�:�,�*�*�.乂x�暹/h,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

小学校 社会 �6�H�9zr���6�H抦ｧxﾕｨ���′､自分の考えを表現できる授業を目指して 

佐藤修 坪��檍怦,�*�*�.倬�;h*ｩ��/�,Xｨ駅�+x.�6ﾘ�ｸ6x,8*ﾘ.�/�,ｨ+X,Bﾒ�

中学校 国語 亢9�X���9zr�8(ﾄｹ(hｧxﾕ｢�明確な根拠を基に自分の考えをまとめる力を育む国語の授業を目指して 

西候和也 坪�8ﾊ佰�zﾈ/�竧.�?ﾈ.ｨ+ﾘﾋ靜ｨｨ�:�,ﾈﾔ姥h/�,ｨ+X,Bﾒ�

高校 地理歴史 亶ｸ�侈r��ﾘ棹�俘)9乂xﾕ｢�生徒が自ら興味.関心を持って学ぶ授業を目指して 

佐々木淳一 壷&闔h,ﾉ&��ﾘ.(��{�/�ｨ駅�+X+ﾘｧx�/�,ｨ+X,Bﾒ�



平成2 7年度　長期研修員研究発表会　分科会一覧
宮城県総合教育センター

分科会 剔�1分科会 ��c)Zｨ怦橙�第3分科会 ��cIZｨ怦橙�第5分科会 ��ciZｨ怦橙�第7分科会 

会場 剔�3研修室 ��cHﾊH�8��第5研修室 ��chﾊH�8��第7研修室 ��c��ﾊH�8��第11研修室 

担当班 刮�P研修班 研究開発班 仆9�XﾊH�9Lr�教育相談班 �<�¥ｨ辷�ｻ8孜Lr�研究開発班 ��ｩnXｻ8孜Lr�発達支援班 研究開発班 

10:00′-10:20 刳J会行事(第1.2研修室) 

10:20-10:30 剳剴ｮ 

10:30.-10:40 刳J会 丶ｨ橙�開会 丶ｨ橙�開会 丶ｨ橙�開会 

1 ���｣C��長期研修B �+xｯｨﾊH�4��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修B - 宙�ﾊ:B伜ｩ�B�(中)道徳 倚ﾈｻ8孜$帝�i6ｹlr�(中)自閉症 忠(b丶��ﾎ｢�(小)図画工作 宙ﾘ"�&騫ﾙ��譴�

ll:05 白ﾘｩ�69wｨ樞�鈴木裕樹 �:�68ｷiOﾈ���黒川彩子 估i$ｩ$��吉岡英美 俚(�盈姻闔｢�

ll:05′-ll:15 刪ﾚ動.休憩 

2 免ﾃ｣�R�長期研修A �+xｯｨﾊH�4"�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�専門研究 ��ｩnXﾊHｸb�長期研修B - 忠(b��Hｧr�(小)防災教育 宙惲�<�¥ｨｨ�:��剪淫ﾂ倆�橙�

ll:40 俘(ｻH�Oﾂ�佐竹雅洋 ��ﾉ�8肢ﾆ"�特別支援教育 遠藤亮一 凉ﾘ怦ｻ8屍�ﾛ(ｷhｭIuI���情報教育 遠藤啓文 俚):��2�

3 免ﾃ｣C��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修B 劔長期研修A - 宙惲伜ｩ�B�(高)災害科学 宙ﾍ�<�¥ｨｨ�:��佐藤孝敏 太田賢 ��ｹ:�ｴﾘﾔr��Y�溢��小山朋大 佐藤純也 宙惲俛�ﾎ｢�

12:05 ����ﾉ�ﾘｹﾂ�菊田みどり ��:�|r�早見和男 劔�ｩ�iY�ﾔr�

12:05-13:20 剪巨H.休憩 

4 ��3｣#��専門研究 授業改善. 学力向上 佐藤秀克 ��ｩnXﾊHｸb�f胃�ｻ8屍�抦ｭhﾔ韆��専門研究 教育相談. 生徒指導 下山絵美子 �+xｯｨﾊH�4��長期研修A �+xｯｨﾊH�4��長期研修B - 劔(中)知的障害 宙惲丶��ﾎｨｨ�:��(′｣､)体育 忠(b俛�ﾎ｢�

13:45 劔須田美和 俚ｸ��68ﾆ)Oﾂ�菅原正樹 傅ﾈ�)��Oﾂ�

5 ��3｣CR�剩�#b�長期研修A �+xｯｨﾊH�4"�長期研修A - 伜(ﾏｸﾛ��B�嫌��.H*�.��西村浩道 堀越千詠美 亶��ﾈ耳ﾔ��Y�鯖tﾉz"�専門研究 特別支援教育 宙ﾘ"丶��ﾎ｢�(中)保健体育 宙惲俛�ﾎ｢�

14:10 �6驗�i��千葉誠治 剔纒¥者 俘)�9u(ｴ��国井美和 亶ｹ�淫韈��

14:10～14:25 刪ﾚ動.休憩 

6 ��C｣#R�H26 買#b�長期研修B 買#b�長期研修B 買#b�長期研修B 

長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�f胃�ｻ8屍�(小)道徳 �+xｯｨﾊH�4��<�¥ｨ辷�ｻ8屍�(中)外国語 �+xｯｨﾊH�4��(中)国語 

14:50 ��9Uﾈ�"�代表者 �(iz(.H.��代表者 ��ｸﾋH鳧ﾕﾒ�代表者 �=�ﾏ9��nr�

7 ��C｣S��H26 買#b�H26 買#b�H26 買#b�H26 - ��ｩnXﾊHｸb��ｼh淤��隗y|ﾘﾏﾈ�2�長期研修A ��ｩnXﾊHｸb�ｻ8孜$帝�i6ｸ轌;��長期研修B ��ｩnXﾊHｸb�yﾘ怦ｻ8屍�専門研究 情報教育 �+xｯｨﾊH�4"�

15:15 ��9Uﾈ�"�代表者 �4�8ｸ�ｸ7b�代表者 ��9Uﾈ�"�代表者 ��9Uﾈ�"�

15:15.-15:35 剳ﾂ会 兔(橙�閉会 兔(橙�閉会 兔(橙�閉会 



別紙(大学用)

(ファクシミリ施行)　　　　　　　　　　　　　　(総合教育センターFAX番号　022-784-3571)

あて先 佇�ﾂ�発信 

宮城県総合教育センター所長殿 (研究開発班高橋智男扱い) 兌ﾙ�ﾃ#yD�7��平成年月日 

長期研修員研究発表会 ��Xｧykﾂ�

について 乂y+ykﾂ�

平成27年度　長期研修員研究発表会　参加申込書(大学)

担当課係名　　　　　　　　　　担当者

電話番号

学部.学科等 伜����(��kﾂ�希望分科会 儖Xﾖﾂ�

1 �� �� 

2 �� �� 

3 �� �� 

4 �� �� 

5 �� �� 

6 �� �� 

7 �� �� 

8 �� �� 

9 �� �� 

10 �� �� 

※　希望分科会の欄には,主に参加を希望する分科会番号を記入してください｡




